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１．開催日時  令和４年１２月１２日（月） 

        午後１時３０分から午後３時４５分 

 

２．開催場所  市役所６階 大会議室 

 

３．定数及び現員  定数１９名 現員１９名 

 

４．出席委員  １９名 

議長  檜 垣 金 一 

１番  諏 訪 惠 昨    １０番  石 井 孝 和 

２番  山 倉 正 義    １１番  泉 水 厚 子  

３番  矢 﨑 光 二    １２番  藤 﨑 茂 雄  

４番  大 竹  卓     １３番  森 川 光 江 

５番  湯 浅 恵 介    １４番  小 川  繁  

６番  諏 訪 和 惠    １５番  秋 山 皓 一 

７番  木 村 知 子    １６番  石 原  滿 

８番  北 﨑 悦 夫    １７番  菅 澤  茂 

９番  秋 間 伸 一    １８番  藤 崎  明 

 

５．欠席委員  なし 

 

６．議事日程等 

第１ 議事録署名人の選出 

第２ 会議書記の任命 

第３ 議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第４号 令和４年度第１０次農用地利用集積計画の決定について 

議案第５号 あっせんの実施について 

 

報告第１号 専決処分について 

報告第２号 農地法第４条の規定による許可申請の取下願について 

報告第３号 農地法第５条の規定による許可申請の取下願について 
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報告第４号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報告第５号 農地法の許可を要しない農地転用について 

報告第６号 農地等の現況に関する照会について 

 

 

７. 出席した農業委員会事務局職員 

  事 務 局 長  井 上 裕 二 

農 地 係 長  鎌 形 清 人 

  主 査  高 木 信 一 

  主 査  小 川 知 幸 

  主     査  宮 内 孝 史 

   

８.傍聴人 

  なし 
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○議長 ただ今の出席委員は、１９名です。 

  定足数に達しておりますので、ただ今から第３０回成田市農業委員会総会を開会し、

直ちに会議に入ります。 

議案の審議に先立ちまして、１１月の総会以降の農業委員会業務につきましては、 

お手元に配布しました「諸般の報告」のとおりでございます。ご了承願います。 

次に、議事録署名人の選出でございますが、慣例により、議長において、６番 諏

訪委員、７番 木村委員の両名を指名いたします。また、書記に 振興係 小川主査 

を任命します。 

○議長 それでは、本日提案されます議案及び報告につきましては、 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について 

議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

議案第４号 令和４年度第１０次農用地利用集積計画の決定について 

議案第５号 あっせんの実施について 

 

報告第１号 専決処分について 

報告第２号 農地法第４条の規定による許可申請の取下願について 

報告第３号 農地法第５条の規定による許可申請の取下願について 

報告第４号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

報告第５号 農地法の許可を要しない農地転用について 

報告第６号 農地等の現況に関する照会について 

以上、議案５件、報告６件でございます。 

 

○議長 それでは、議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、を提案

いたします。事務局より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集３ページをお開き願います。 

議案集３ページをお開き願います。 

議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、でございます。 

１２件の申請がございました。 

①売買でございます。 
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１番、南羽鳥にお住まいの譲受人が、同じく南羽鳥にお住まいの譲渡人が所有する、

長沼及び南部の田１０筆、合計１０，０９５㎡を売買により取得したいという申請で

ございます。 

譲受人の事由は、「経営規模を拡大するため」というもので、取得後は自ら耕作する

旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「高齢により耕作するのが困難で

あるため」というもので、総会資料１ページに案内図がございます。 

２番、竜台にお住まいの譲受人が、東京都江東区にお住まいの譲渡人が所有する、

竜台の田１筆、１，０２１㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「経営規模を拡大するため」というもので、取得後は自ら耕作する

旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「遠隔地に居住しており、耕作す

るのが困難であるため」というもので、総会資料２ページに案内図がございます。 

議案集４ページでございます。 

３番、大室にお住まいの譲受人が、同じく大室にお住まいの譲渡人が所有する、大

室の田２筆、合計２，０５３㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「経営規模を拡大するため」というもので、取得後は自ら耕作する

旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「相続したが、後継者もなく耕作

できないため」というもので、総会資料３ページに案内図がございます。 

４番、十余三にお住まいの譲受人が、長田にお住まいの譲渡人が所有する、十余三

の畑１筆、９４８㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「空港騒音区域拡大に伴い農地が収用されるため、代替地として取

得したい」というもので、取得後は自ら耕作する旨の確約書が添付されております。

譲渡人の事由は、「高齢により耕作するのが困難であるため」というもので、総会資料

４ページに案内図がございます。 

５番、十余三にお住まいの譲受人が、長田にお住まいの譲渡人が所有する、十余三

の畑１筆、１，５０４㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「所有する畑に近く、耕作に便利なため」というもので、取得後は

自ら耕作する旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「相続したが、耕作

できないため」というもので、総会資料５ページに案内図がございます。 

議案集５ページでございます。 

６番、譲受人である長生郡睦沢町の法人が、橋賀台三丁目にお住まいの譲渡人が所

有する、北羽鳥及び北部の田及び畑２筆、合計２，０３６㎡を売買により取得したい

という申請でございます。 
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譲受人の事由は、「経営規模を拡大するため」というもので、取得後は自ら耕作する

旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「高齢により耕作するのが困難で

あるため」というもので、総会資料６ページに案内図がございます。 

７番、下方にお住まいの譲受人が、同じく下方にお住まいの譲渡人が所有する、下

方及び五区入会の田７筆、合計５，０６４㎡を売買により取得したいという申請でご

ざいます。 

譲受人の事由は、「経営規模を拡大するため」というもので、取得後は自ら耕作する

旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「高齢で耕作できないため」とい

うもので、総会資料７ページに案内図がございます。 

８番、譲受人である所の法人が、所にお住まいの譲渡人が所有する、所の畑１筆、

９，８７８㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「法人の事務所から近く、耕作に便利なため」というもので、取得

後は自ら耕作する旨の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「高齢で後継者

がいないため、農業経営を縮小したい」というもので、総会資料８ページに案内図が

ございます。 

議案集６ページでございます。 

９番、奈土にお住まいの譲受人が、同じく奈土にお住まいの譲渡人が所有する、奈

土の田１筆、３４５㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「自作地が農道に接していないことから、申請地を取得し耕作しや

すくするため」というもので、取得後は自ら耕作する旨の確約書が添付されておりま

す。譲渡人の事由は、「高齢で後継者がいないため、農業経営を縮小したい」というも

ので、総会資料９ページに案内図がございます。 

１０番、十余三にお住まいの譲受人が、桜田にお住まいの譲渡人が所有する、桜田

の田３筆、合計８，０２８㎡を売買により取得したいという申請でございます。 

譲受人の事由は、「農業経営の拡大のため」というもので、取得後は自ら耕作する旨

の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「相手方の要望による」というもの

で、総会資料１０ページに案内図がございます。 

１１番、西大須賀にお住まいの譲受人が、水掛にお住まいの譲渡人が所有する、水

掛の田及び畑３筆、合計１，６６８㎡を売買により取得したいという申請でございま

す。 

譲受人の事由は、「空港騒音区域拡大に伴い自宅移転予定先に近接する申請地を取得

したい」というもので、取得後は自ら耕作する旨の確約書が添付されております。譲
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渡人の事由は、「相手方の要望による」というもので、総会資料１１ページに案内図が

ございます。 

議案集７ページでございます。 

１２番、西大須賀にお住まいの譲受人が、同じく西大須賀にお住まいの譲渡人が所

有する、西大須賀及び四谷の田１２筆、合計１３，２０８㎡を売買により取得したい

という申請でございます。 

譲受人の事由は、「農業経営の拡大のため」というもので、取得後は自ら耕作する旨

の確約書が添付されております。譲渡人の事由は、「相手方の要望による」というもの

で、総会資料１２ページに案内図がございます。 

以上で議案第１号、農地法第３条の規定による許可申請について、の説明を終わら

せていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 それでは、農地法第３条①売買について審議いたします。法令に基づく詳細な

説明をお願いします。 

(宮内主査の挙手あり) 

○議長 宮内主査 

○宮内主査 ３条①売買の１番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書

類等を事前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用し

て耕作の事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」

については、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の１番は、田１０筆を取得し、

水稲を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の１番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の２番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を事

前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の

事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」について

は、要件を満たしております。 
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許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の２番は、田１筆を取得し、

水稲を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の２番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の３番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を事

前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の

事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」について

は、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の３番は、田２筆を取得し、

水稲を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の３番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の４番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を事

前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の

事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」について

は、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の４番は、畑１筆を取得し、

ホウレンソウや甘藷などを作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集
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団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の４番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の５番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を事

前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の

事業を行うこと」については要件を満たしております。 

許可基準第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」については、今回取

得することにより要件を満たすと思われます。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の５番は、畑１筆を取得し、

甘藷を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の５番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の６番につきましては、法人による農地の売買でございますが、法人形

態は株式会社、事業要件は必須条件の農業について、農産物の生産と販売が定款及び

登記事項証明書の目的欄に記載されております。構成員要件の構成員は１名、内１名

が代表取締役であり、議決権要件については、総社員が１名であり、この１名は農業

の常時従事者であるため、議決権の割合は１００％となり、総数の過半を満たしてお

ります。 

また、業務執行権要件は、代表取締役が１名で、法人の農業に常時従事しておりま

す。このことから、農地所有適格法人の要件を満たしております。 

提出されました許可申請書及び添付書類等を事前調査しましたところ、許可基準第

１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の事業を行うこと」及び第５号の「経

営面積の合計が５０ａ以上であること」については要件を満たしております。 

許可基準第４号の「法人が行う農作業に常時従事すること」についても、農作業に

従事する日数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 
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  許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の６番は、田１筆、畑１筆を

取得し、ブルーベリーを作付したいという営農計画です。取得後において行う耕作の

内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集団化、農作業の効率化その他

周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障を生じない

と判断されます。 

以上のことから売買の６番については、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に

当てはまらないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

補足事項となりますが、今回の申請地において、第２小委員会で現地確認を行った

結果、雑草が繁茂しており許可基準を満たしていないため、保留とし、当日までに現

地の草刈状況を確認した上、総会でご判断を仰ぐこととしました。その後、譲受人か

ら連絡があり、令和４年１２月１０日に草刈りを実施したとの報告を受けました。 

なお、当該農地については、令和４年１２月１２日付けで事務局において現地確認

を行い、耕作可能な農地となっていることを確認いたしました。その現場写真につき

ましては、委員の皆様のお手元にお配りしたとおりです。 

３条①売買の７番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を事

前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の

事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」について

は、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の７番は、田７筆を取得し、

水稲及び柿を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の７番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者です。 

３条①売買の８番につきましては、法人による農地の売買でございますが、法人形

態は株式会社、事業要件は必須条件の農業について、農産物の生産と販売が定款及び

登記事項証明書の目的欄に記載されております。構成員要件の構成員は１名、内１名

が代表取締役、１名が常時雇用社員であり、議決権要件については、総社員が１名で
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あり、この１名は農業の常時従事者であるため、議決権の割合は１００％となり、総

数の過半を満たしております。 

また、業務執行権要件は、代表取締役が１名で、法人の農業に常時従事（年間    

１５０日以上）しております。このことから、農地所有適格法人の要件を満たしてお

ります。 

提出されました許可申請書及び添付書類等を事前調査しましたところ、許可基準第

１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の事業を行うこと」及び第５号の「経

営面積の合計が５０ａ以上であること」については要件を満たしております。 

許可基準第４号の「法人が行う農作業に常時従事すること」についても、農作業に

従事する日数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

  許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の８番は、畑１筆を取得し、

ブルーベリーを作付したいという営農計画です。取得後において行う耕作の内容並び

にその農地の位置及び規模からみて、農地の集団化、農作業の効率化その他周辺の地

域における農地の農業上の効率的かつ総合的な利用の確保に支障を生じないと判断さ

れます。 

以上のことから売買の８番については、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に

当てはまらないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の９番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を事

前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作の

事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」について

は、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の９番は、田１筆を取得し、

水稲を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の９番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当てはま

らないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の１０番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を
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事前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作

の事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」につい

ては、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の１０番は、田３筆を取得し、

水稲を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の１０番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当ては

まらないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者ではありません。 

３条①売買の１１番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を

事前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作

の事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」につい

ては、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 

許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の１１番は、田１筆、畑２筆

を取得し、水稲及びきゅうりなどを作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の１１番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当ては

まらないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者です。 

３条①売買の１２番につきましては、提出されました許可申請書及び添付書類等を

事前調査しましたところ、許可基準第１号の「農地のすべてを効率的に利用して耕作

の事業を行うこと」及び第５号の「経営面積の合計が５０ａ以上であること」につい

ては、要件を満たしております。 

許可基準第４号の「農作業に常時従事すること」については、農作業に従事する日

数が年間１５０日以上であり要件を満たしております。 
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許可基準第７号の「地域との調和要件」ですが、売買の１２番は、田１２筆を取得

し、水稲を作付けしたいという営農計画です。 

取得後において行う耕作の内容並びにその農地の位置及び規模からみて、農地の集

団化、農作業の効率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的かつ総合的な

利用の確保に支障を生じないと判断されます。 

以上のことから売買の１２番は、農地法第３条第２項各号の不許可の場合に当ては

まらないと判断いたしました。 

なお、譲受人は認定農業者です。 

補足事項となりますが、今回の申請地において、第２小委員会で現地確認を行った

結果、申請地の内1筆において雑草が繁茂しており許可基準を満たしていないため、

保留とし、当日までに現地の草刈状況を確認した上、総会でご判断を仰ぐこととしま

した。その後、譲受人から連絡があり、令和４年１２月１０日に草刈りを実施したと

の報告を受けました。 

なお、当該農地については、令和４年１２月１２日付けで事務局において現地確認

を行い、耕作可能な農地となっていることを確認いたしました。その現場写真につき

ましては、委員の皆様のお手元にお配りしたとおりです。 

以上でございます。 

○議長 続きまして、農地法第３条①売買の１番について、小委員長より小委員会報告

をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 去る１２月７日、午後１時から、市役所３階、第２応接室におきまして、

第２小委員会を開催いたしました。農業委員６名、農地利用最適化推進委員３名、   

合計９名の出席により、本総会に提案される各議案につきまして、事前審査を行いま

した。 

議案第１号、農地法第３条 ①売買の１番につきましては、申請地は、豊住公民館

の南東及び南西、市道長沼１号線の北側に隣接する農地及び市道北羽鳥安食停車場線

を南に入った農地で、田として管理されておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、農地法第３条①売買の１番に関するご意

見・ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 
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○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の１番を採決いたしま

す。 

  本案について小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の１番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の２番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の２番につきましては、申請地は、豊

住第二スポーツ広場の南西、市道竜台中山線を西側に入った農地で、田として管理さ

れておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の２番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の２番を採決いたしま

す。 

  本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の２番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の３番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の３番につきましては、申請地は、大

室共同利用施設の北東、市道大室下曽々井線を南に入った農地で、田として管理され

ておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の３番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 
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○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の３番を採決いたしま

す。 

  本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の３番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の４番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の４番につきましては、申請地は、十

余三駐在所の南、市道十余三駒井野線を西に入った農地で、畑として管理されており

ました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の４番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の４番を採決いたしま

す。 

  本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の４番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の５番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の５番につきましては、申請地は、遠

山郵便局の南西、市道十余三長田線の東側に隣接する農地で、畑として管理されてお

りました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の５番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 
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○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の５番を採決いたしま

す。 

  本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の５番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の６番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の６番につきましては、申請地は、北

羽鳥多目的広場の東、市道北羽鳥餅井田線の東側に点在する農地で、現況は耕作され

ておらず、草が生い茂っておりました。 

審議の中で、事務局より「申請に係る農地が耕作放棄地の様相を呈しており、譲受

人に確認をしたところ、草刈りを行うとの回答がありましたので、「小委員会は保留と

した上で総会までに再度事務局で現地確認を行い、その結果をもって総会で判断を仰

ぎたい。」との説明がありました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の６番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の６番を採決いたしま

す。 

  本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の６番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の７番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の７番につきましては、申請地は、下

方公民館の南東及び北西、市道下方吉井塚線の南側に隣接する農地及び市道下方３号

線を西側に入った農地で、田及び畑として管理されておりました。 
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審議の中で、委員より「申請のあった農地の一部で柿の木が植えられている所が   

あったが、あそこは畑として耕作していくという認識でいいのか。」との質問があり、

「畑として耕作するということで間違いありません。」とのことでした。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の７番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の７番を採決いたしま

す。 

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の７番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の８番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の８番につきましては、申請地は、所

二公民館の北東、市道所７号線を北に入った農地で、畑として管理されておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の８番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の８番を採決いたしま

す。 

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の８番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の９番について、小委員長より小委員会報告をお願いし

ます。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 
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○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の９番につきましては、申請地は、堀

籠・奈土・津富浦地区農業集落排水処理施設の北西、市道稲荷山柴田線を東に入った

農地で、田として管理されておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の９番に関するご意見・ご質

問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の９番を採決いたしま

す。 

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の９番は可決されました。 

次に、農地法第３条①売買の１０番について、小委員長より小委員会報告をお願い

します。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の１０番につきましては、申請地は、

旧桜田小学校の北西、市道前原高江線を入った農地で、田として管理されておりまし

た。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の１０番に関するご意見・ご

質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の１０番を採決いたし

ます。 

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の１０番は可決されまし

た。 

次に、農地法第３条①売買の１１番について、小委員長より小委員会報告をお願い

します。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 
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○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の１１番につきましては、申請地は、

四谷共同利用施設の南西、市道県道成田滑河線を東に入った農地で、田及び畑として

管理されておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の１１番に関するご意見・ご

質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の１１番を採決いたし

ます。 

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の１１番は可決されまし

た。 

次に、農地法第３条①売買の１２番について、小委員長より小委員会報告をお願い

します。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第１号、農地法第３条 ①売買の１２番につきましては、申請地は、

四谷共同利用施設の北西、市道県道成田滑河線を東に入った農地で、田及び畑として

管理されておりました。 

  審議の中で、事務局より「申請に係る農地の内、一筆が耕作放棄地の様相を呈して

おり、譲受人に確認をしたところ、草刈りを行うとの回答がありましたので、「小委員

会は保留とした上で総会までに再度事務局で現地確認を行い、その結果をもって総会

で判断を仰ぎたい。」との説明がありました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の報告につきまして、農地法第３条①売買の１２番に関するご意見・ご

質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第３条①売買の１２番を採決いたし

ます。 

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

 (挙手全員) 
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○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第３条①売買の１２番は可決されまし

た。 

  以上で、議案第１号の審議を終わらせていただきます。 

 次に、議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について、を提案いたしま

す。なお、議案第３号農地法第５条②使用貸借権の設定の２番から４番と関連がござ

いますので、合わせて議題といたします。 

事務局より説明をお願いします。 

 (井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集８ページをお開き願います。 

  議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について、でございます。１件の

申請がございました。 

  本案件につきましては、議案集１２ページから１３ページの議案第３号、農地法第

５条の規定による許可申請についての②使用貸借権の設定の２番から４番と同一事業

であり、関連がございますので、一括してご説明いたします。 

１番、押畑にお住まいの申請人が、押畑の田１筆、１，１６３㎡を「障がい者福祉

施設用地」として転用し、続きまして、議案集１２ページをお開きください。農地法

第５条許可申請の②使用貸借権の設定２番から４番でございます。 

押畑にお住まいの借受人が、２番は野毛平にお住まいの貸付人が所有する押畑の田

１筆の一部、０．６９㎡を、３番は押畑にお住まいの貸付人が所有する押畑の田１筆

の一部、６６．４３㎡を、４番は野田市及び押畑にお住まいの相続人が管理する押畑

の田１筆の一部、４４．１４㎡をそれぞれ借り受け「障がい者福祉施設の造成協力用

地」として令和５年１２月２８日まで一時転用したいという申請でございます。 

総会資料１３ページに案内図、１４ページに公図の写しがございます。 

以上で議案第２号、農地法第４条の規定による許可申請について、及び関連業務の

説明を終わらせていただきます。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○議長 それでは、議案第２号農地法第４条の１番及び議案第３号農地法第５条②使用

貸借権の設定の２番から４番について審議いたします。 

法令に基づく詳細な説明をお願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 ４条の１番及び５条②使用貸借権の設定の２番から４番です。 

農地の区分は、４条部分につきましては、農用地区域内にある農地のため、令和４
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年３月２２日公告により除外済みです。除外後は、第１種農地です。第１種農地は、

原則として許可をすることができないとされていますが、公益性が高いと認められる

事業で、土地収用法や都市計画法、森林法等の法律により土地を収用し、又は使用す

ることができる事業であるため、許可できる例外規定に該当します。 

５条部分につきましては、農用地区域内にある農地に該当します。農用地区域内の

農地は原則として許可をすることができないとされていますが、今回の申請は、３年

以内の一時的な利用でその必要性も認められ、農政課から農振計画にも支障がないと

いう回答を得ているため、例外的に許可できる場合に該当します。 

  転用目的は、障がい者福祉施設用地及び工事に伴う用水管移設の為の造成協力地で

す。 

資力及び信用については、融資見込証明書が添付されており、信用性について問題

となる点は認められません。 

  土地改良事業については、成田用水土地改良区より、差支えない旨の意見書が添付

されております。 

  申請の用途に供することの確実性については、令和５年１月１０日着工、令和５年

１２月２８日完了の予定となっております。 

行政庁の許認可等の見込みについて、都市計画法につきましては、開発許可申請書

が１２月１日付で提出されております。 

  計画面積の妥当性については、事業計画書及び土地利用計画図を審査した結果、妥

当な面積であると判断しました。 

  周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、敷地内

浸透とし、オーバーフロー分を道路側溝へ放流する計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

  一時転用である場合の妥当性については、転用目的、期間等、特に問題は認められ

ません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第４条の１番及び議案第３号農地法第５条②使用貸借権の設定の

２番から４番について、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第２号、農地法第４条の１番及び、議案第３号、農地法第５条 ②使

用貸借権の設定の２番から４番につきましては、申請地は、押畑排水機場の南西、国
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道４０８号を東側に入った農地で、４条の申請地の現況は、草刈管理がされ更地のよ

うな状態でした。また、５条の申請地の現況は、田として管理されていました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、議案第２号農地法第４条の１番及び議案

第３号②使用貸借権の設定の２番から４番に関する、ご意見・ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、議案第２号農地法第４条の１番及び議案第

３号②使用貸借権の設定の２番から４番を採決いたします。なお、採決は案件ごとに

行います。 

まず、議案第２号農地法第４条の１番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、議案第２号農地法第４条の１番は可決されま

した。 

 続きまして、議案第３号②使用貸借権の設定の２番について、小委員長報告のとお

り、賛成の委員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、議案第３号②使用貸借権の設定の２番は可決

されました。 

 続きまして、議案第３号②使用貸借権の設定の３番について、小委員長報告のとお

り、賛成の委員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、議案第３号②使用貸借権の設定の３番は可決

されました。 

続きまして、議案第３号②使用貸借権の設定の４番について、小委員長報告のとお

り、賛成の委員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、議案第３号②使用貸借権の設定の４番は可決

されました。 

  以上で、議案第２号の審議を終わらせていただきます。 

次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請については、報告第３号と

関連がございますので、順序を変更し、報告第３号、農地法第５条の規定による許可

申請の取下願について、を議題とします。これにご異議ありませんか。 
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（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、報告第３号、農地法第５条の規定による許

可申請の取下願について、を議題とします。事務局より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集３６ページをお開きください。 

報告第３号、農地法第５条の規定による許可申請の取下願について、でございます。

１６件の提出がありました。 

全て①賃借権の設定です。 

なお、２番から１６番までは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請の

③賃借権の設定の２番から１６番までと関連がございますので、一括して報告をさせ

ていただきます。 

１番、賃借人である飯仲の法人が、台方にお住まいの貸付人が所有する、下方の畑

１筆、４０６㎡を、駐車場用地として転用するため賃借権の設定をしたいという申請

について、取下願が提出されたものです。 

本件につきましては、令和４年８月９日に開催されました第２６回総会において許

可相当として決定されたものでございますが、賃借人から「賃借人の都合により、申

請内容を改めて調整のうえで再申請をしたい」との理由により、許可申請の取下願い

が提出されたものでございます。添付書類も含め完備しておりましたので、書類を受

理いたしました。 

  続きまして、２番から１６番につきましては、賃借権を設定したいとして、先月９

日に開催いたしました第２９回総会において許可相当として決定されたものでござい

ますが、賃借人から「申請区域の一部に調整が生じたため」との理由により、許可申

請の取下願が提出されたものでございます。添付書類も含め完備しておりましたので、

書類を受理いたしました。 

以上で報告第３号、農地法第５条の規定による許可申請の取下願について、を終わ

らせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 報告第３号 農地法第５条の規定による許可申請の取下願につきましては、

質問等は、ございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 
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(なしの声あり) 

○議長 質問等が無いようですので、報告第３号を終了させていただきます。 

次に、議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請について、を提案いたしま

す。事務局より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集９ページをお開き願います。 

議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請について、でございます。全体で

２８件の申請がございました。 

①売買でございます。８件の申請がございました。 

  １番、十余三にお住まいの譲受人が、長田にお住まいの譲渡人が所有する、十余三

の畑１筆、４９９㎡を売買により取得し、「農家住宅用地」として、転用したいという

申請でございます。資料につきましては、総会資料１５ページに案内図、１６ページ

に公図の写しがございます。 

２番、滑川にお住まいの譲受人が、名古屋にお住まいの譲渡人が所有する、大菅の

畑１筆、４５６㎡を売買により取得し、「専用住宅用地」として、転用したいという申

請でございます。総会資料１７ページが案内図、１８ページが公図の写しでございま

す。 

３番、松崎にお住まいの譲受人が、加良部一丁目にお住まいの譲渡人が所有する、

松崎の畑１筆、１９㎡を売買により取得し、「宅地拡張用地」として、転用したいとい

う申請でございます。総会資料１９ページが案内図、２０ページが公図の写しでござ

います。 

議案集１０ページでございます。 

４番、譲受人である浦安市の法人が、多良貝にお住まいの譲渡人が所有する、多良

貝の畑１筆、２，１６７㎡を売買により取得し、「流通業務施設拡張用地」として、転

用したいという申請でございます。総会資料２１ページが案内図、２２ページが公図

の写しでございます。 

５番、譲受人である新潟県長岡市の法人が、新田にお住まいの譲渡人が所有する、

新田の畑３筆、合計２，１５４㎡を売買により取得し、「駐車場用地」として、転用し

たいという申請でございます。総会資料２３ページが案内図、２４ページが公図の写

しでございます。 

続きまして、６番から議案集１１ページの８番までは、同一の譲受人による同一事

業であり、関連がございますので、一括してご説明いたします。 
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譲受人である東京都港区の法人が、６番は並木町にお住まいの譲渡人が所有する、

吉岡の畑２筆、合計８，８２３㎡を、７番は川上にお住まいの譲渡人が所有する、吉

岡の畑１筆、１２，２５８㎡を、８番は吉岡にお住まいの譲渡人が所有する、吉岡の

畑１筆、１，０８５㎡を、売買により取得し、「流通業務施設建設用地」として、転用

したいという申請でございます。総会資料２５ページが案内図、２６ページが公図の

写しでございます。 

１２ページをお開きください。②使用貸借権の設定でございます。 

４件の申請がございました。 

１番、吉岡にお住まいの借受人が、同じく吉岡にお住まいの貸付人が所有する、吉

岡の畑１筆、３４０㎡を借り受け、「農業用施設用地」として転用したいという申請で

ございます。総会資料２７ページが案内図、２８ページが公図の写しでございます。 

２番から次ページの４番までは、先ほど議案第２号と合わせて、ご審議をいただき

ました。 

  続きまして、議案集１４ページ③賃借権の設定でございます。 

１６件の申請がございました。 

１番、賃借人である匝瑳市の法人が、大室にお住まいの賃貸人が所有する、大室の

畑１筆の一部、０．７３㎡に賃借権を設定し、「営農型太陽光発電施設用地」として、   

令和７年１２月２４日まで一時転用したいという申請でございます。総会資料２９ペ

ージが案内図、３０ページが公図の写しでございます。 

続きまして、２番から議案集１９ページの１６番までは、先ほど報告第３号、農地

法第５条の規定による許可申請の取下願について、報告をさせていただいた案件であ

り、申請区域の調整を行い、改めて許可申請書が提出されたものでございます。同一

賃借人による同一事業であり関連がございますので、一括してご説明いたします。 

賃借人である東京都千代田区の法人が、２番は、一坪田にお住まいの賃貸人が所有

する前林の畑４筆の一部、合計２７９９．９６㎡に、３番は、多良貝にお住まいの賃

貸人が所有する前林の畑３筆の各一部、合計２７９０．６９㎡に、４番は、前林及び

富里市にお住まいの相続人が管理する前林の畑１筆の一部、５７９．６９㎡に、５番

は、前林にお住まいの賃貸人が所有する前林の畑１筆の一部、３６４．９５㎡に、６

番は、前林にお住まいの賃貸人が所有する前林の畑１筆の一部、４０９．４８㎡に、

７番は、前林にお住まいの賃貸人が所有する前林の畑１筆の一部２６３．５９㎡に、

８番は、一坪田にお住まいの賃貸人が所有する前林及び一坪田の畑２筆の一部、合計

２，５６２．４７㎡に、９番は、一坪田及び富里市にお住まいの相続人が管理する一

坪田の畑１筆の一部、２１４．０７㎡に、１０番は、一坪田にお住まいの賃貸人が所
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有する一坪田の田１筆、４９㎡に、１１番は、前林にお住まいの賃貸人が所有する前

林の畑１筆、１，５９５㎡に、１２番は、前林にお住まいの賃貸人が所有する前林の

畑１筆、１，０５７㎡に、１３番は、前林にお住まいの賃貸人が所有する前林の畑１

筆、６８６㎡に、１４番は、山武市及び富里市にお住まいの相続人が管理する一坪田

の畑１筆の一部、１，３９０．５４㎡に、１５番は、一坪田にお住まいの賃貸人が所

有する一坪田の畑１筆、１，６６２㎡に、１６番は、一坪田にお住まいの賃貸人が所

有する一坪田の田１筆の一部、８９０．３１㎡に、砂利採取計画の変更により、一時

転用期間を延長し、「砂利採取及び搬出路等用地」として、令和５年１１月３０日まで

使用したいという申請でございます。 

総会資料３１ページが案内図、３２ページが公図の写しでございます。 

  以上で議案第３号、農地法第５条の規定による許可申請について、の説明を終わら

せていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 それでは、農地法第５条①売買の１番について審議いたします。 

法令に基づく詳細な説明をお願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 ５条①売買の１番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地のため、令和４年８月３０日公告により除

外済みです。除外後は、第１種農地です。第１種農地は、原則として許可をすること

ができないとされていますが、周辺地域居住者の日常生活上必要な施設で集落に接続

して設置されるものであるため、許可できる例外規定に該当します。 

  転用目的は、航空機騒音障害防止特別地区内の居住者の移転補償に伴う農家住宅用

地です。 

  資力及び信用については、移転補償概算額証明書が添付されており、信用性につい

て問題となる点は認められません。 

  土地改良事業については、成田用水土地改良区より、差支えない旨の意見書が添付

されております。 

  申請の用途に供することの確実性については、令和５年２月１９日着手、令和５年

９月２５日完了の予定です。 

  計画面積の妥当性については、４９９平方メートルの敷地に、建築面積約８８平方

メートルの農家住宅及び建築面積約６８平方メートルの車庫兼作業場を設ける計画で

あり、農家住宅の上限である、おおむね１，０００平方メートルを下回っていること

から妥当な計画面積となっております。 
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  周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、雨水は

自然浸透とし、オーバーフロー分を東側側溝へ放流する計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条の１番につきまして、小委員長より小委員会報告をお願い

します。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ①売買の１番につきましては、申請地は、十

余三駐在所の南、市道十余三駒井野線の西側に隣接する農地で、現況は草刈管理がさ

れ、更地のような状態でした。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、①売買の１番に関する、ご意見・ご質問

をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、①売買の１番を採決いたします。本案につ

いて、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の１番は可決されました。 

続きまして、農地法第５条①売買の２番について審議いたします。法令に基づく詳

細な説明をお願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 農地法第５条①売買の２番です。 

農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団農地のため、第２種農地

に該当します。 

転用目的は、専用住宅用地です。 

資力及び信用について、融資見込み証明書が添付されており、信用性について問題

となる点は認められません。 

申請の用途に供することの確実性については、令和５年２月２０日着手、令和５年

６月２０日完了の予定です。 

計画面積の妥当性については、４５６平方メートルの敷地に、建築面積約８２平方
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メートルの専用住宅及び建築面積約３３平方メートルと約８平方メートルの車庫を設

ける計画であり、指針に示す基準の範囲内であり、かつ一般専用住宅の上限である、

おおむね５００平方メートルを下回っていることから妥当な計画面積となっておりま

す。 

周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、申請に

係る農地はほぼ平坦な土地なので、浸透桝を設置し宅内浸透処理とする計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条①売買の２番につきまして、小委員長より小委員会報告を

お願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ①売買の２番につきましては、申請地は、県

立下総高等学校の北、県道江戸崎下総線の南側に隣接する農地で、現況は耕作されて

おらず、草が生い茂っておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、農地法第５条①売買の２番に関する、ご

意見・ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第５条①売買の２番を採決いたしま

す。本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の２番は可決されました。 

続きまして、①売買の３番について審議いたします。法令に基づく詳細な説明をお

願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 農地法第５条①売買の３番です。 

農地の区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団農地のため、第２種農地

に該当します。 

転用目的は、宅地拡張用地です。 

資力及び信用については、残高証明書が添付されており、信用性について問題とな



- 29 - 

 

る点は認められません。 

申請の用途に供することの確実性については、許可日以降着手、令和５年１月１５

日完了の予定です。 

計画面積の妥当性については、１９平方メートルの敷地に、建築面積約４平方メー

トルの物置を設ける計画であり、既存宅地部分を含めても指針に示す基準の範囲内で

あり、かつ一般専用住宅の上限である、おおむね５００平方メートルを下回っている

ことから妥当な計画面積となっております。 

周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、雨水は

自然浸透とする計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条①売買の３番につきまして、小委員長より小委員会報告を

お願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ①売買の３番につきましては、申請地は、学

校給食センターの北、県道成田安食線を東側に入った農地で、現況は畑として管理さ

れていました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、①売買の３番に関する、ご意見・ご質問

をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第５条①売買の３番を採決いたしま

す。本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の３番は可決されました。 

続きまして、①売買の４番について審議いたします。法令に基づく詳細な説明をお

願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 農地法第５条①売買の４番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地のため、令和４年３月２２日公告により除
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外済みです。除外後は、第１種農地です。第１種農地は、原則として許可をすること

ができないとされていますが、特別の立地条件を必要とし、既存施設の拡張で、拡張

部分の敷地面積が既存施設の敷地面積の２分の１を超えないものであるため、許可で

きる例外規定に該当します。 

  転用目的は、流通業務施設、倉庫兼事務所の拡張用地です。 

  資力及び信用については、残高証明書が添付されており、信用性について問題とな

る点は認められません。 

  申請の用途に供することの確実性については、令和５年１月１６日着手、令和５年

１２月３１日完了の予定です。 

  行政庁の許認可等の見込みについて、都市計画法につきましては、事前協議が軽微

な訂正を残すのみで、近日中に終了する予定です。 

  計画面積の妥当性については、既存の施設用地約５，２８０平方メートル、拡張部

分の敷地面積２，１６７平方メートル、合わせて約７，４４７平方メートルになり、

事業区域内に倉庫兼事務所を設ける計画で、事業計画書及び土地利用計画図を審査し

た結果、妥当な面積であると判断しました。 

  周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、申請に

係る農地はほぼ平坦な土地なので、拡張部分の敷地に雨水貯留浸透槽を設置し、既設

の集水桝に調整放流する計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条①売買の４番につきまして、小委員長より小委員会報告を

お願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ①売買の４番につきましては、申請地は、多

良貝駐在所の東、市道多良貝７号線の東側に隣接する農地で、現況は草刈管理がされ、

更地のような状態でした。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、①売買の４番に関する、ご意見・ご質問

をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第５条①売買の４番を採決いたしま
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す。本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の４番は可決されました。 

続きまして、①売買の５番について審議いたします。法令に基づく詳細な説明をお

願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 農地法第５条①売買の５番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地のため、令和４年８月３０日公告により除

外済みです。除外後は、農業公共投資の対象となっていない小集団農地のため、第２

種農地に該当します。 

  転用目的は、成田国際空港内に営業所のある運送業を営む法人の、貨物自動車の駐

車場用地です。 

  資力及び信用については、残高証明書が添付されており、信用性について問題とな

る点は認められません。 

  申請の用途に供することの確実性については、令和５年１月１５日着手、令和５年

５月３０日完了の予定です。 

  行政庁の許認可等の見込みについて、道路法につきましては、道路占用許可申請書

及び道路工事施行承認申請書が近日中に提出される予定です。 

  計画面積の妥当性については、現在、富里市内に借りている駐車場に保管している

貨物自動車８台を移動する予定で、事業計画書及び土地利用計画図を審査した結果、

妥当な面積であると判断しました。 

  周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、事業区

域内に調整池を設置し、市道側溝へ調整放流する計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条①売買の５番につきまして、小委員長より小委員会報告を

お願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ①売買の５番につきましては、申請地は、新

田地区農業集落排水処理施設の北東、市道水の上新田線の西側に隣接する農地で、現
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況は草刈管理がされ、更地のような状態でした。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、①売買の５番に関する、ご意見・ご質問

をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、農地法第５条①売買の５番を採決いたしま

す。本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の５番は可決されました。 

続きまして、①売買の６番から８番につきましては、同一の譲受人による同一の事

業であり関連がございますので、一括して審議いたします。法令に基づく詳細な説明

をお願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 ５条①売買の６番から８番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地のため、令和４年８月３０日公告により除

外済みです。除外後は、農業公共投資の対象となっていない小集団農地のため、第２

種農地に該当します。 

  転用目的は、流通業務施設用地です。 

  資力及び信用については、残高証明書が添付されており、信用性について問題とな

る点は認められません。 

  申請の用途に供することの確実性については、令和５年２月１日着手、令和６年３

月３０日完了の予定です。 

  行政庁の許認可等の見込みについて、開発指導要綱に基づく事前協議は近日中に終

了予定です。 

  申請に係る農地以外の土地を利用できる見込みについては、同意済みとなっており

ます。 

  計画面積の妥当性については、申請に係る農地の他に、山林５筆、９，５９６平方

メートル、合わせて約３２，０００平方メートルの敷地に、鉄骨平屋建て倉庫、駐車

場などを設ける計画であり、事業計画書及び土地利用計画図を審査した結果、妥当な

面積であると判断しました。 

  周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、大型の

地下貯留施設を設置し、流出抑制後に、また汚水、雑排水は合併処理浄化槽を設置し、
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法定外道路の集水桝へ放流します。 

農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風等への支

障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条①売買の６番から８番につきまして、小委員長より小委員

会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ①売買の６番から８番につきましては、申請

地は、大栄パーキングエリアの南、県道横芝下総線の東側に隣接する農地で、現況は

耕作されておらず、草が生い茂っておりました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、①売買の６番から８番に関する、ご意見・

ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、①売買の６番から８番を採決いたします。 

なお、採決は案件ごとに行います。 

それでは、①売買の６番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求

めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の６番は可決されました。 

続きまして、①売買の７番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を

求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の７番は可決されました。 

続きまして、①売買の８番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を

求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条①売買の８番は可決されました。 

続きまして、②使用貸借権の設定の１番について審議いたします。法令に基づく詳

細な説明をお願いします。 

 (高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 
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○高木主査 ５条②使用貸借権の設定の１番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地ですが、令和３年５月３１日付けで農業振

興地域整備計画において、農業用施設用地として用途変更がなされ、農用地利用計画

において指定された用途に供するために行われるものであることから、許可し得る農

地に該当します。 

  転用目的は、農業用施設、甘藷の貯蔵施設用地です。 

  資力及び信用について、施設は９月１５日に着手しほぼ完成しておりますが使用は

していません。建築確認がおりた事で勘違いし着工してしまいました。この度の事を

お詫びするとともに深く反省しております。今後は、農地法を遵守しこのような事は

絶対にしない旨の始末書が添付されています。また、資力については、融資見込み証

明書等が添付されており、信用性について問題となる点は認められません。 

  申請の用途に供することの確実性については、令和４年９月１５日着手、令和５年

１月２０日完了の予定です。 

  計画面積の妥当性については、事業計画書及び土地利用計画図を審査した結果、妥

当な面積であると判断しました。 

  周辺農地の営農への支障について、雨水による土砂の流出防止については、申請に

係る農地はほぼ平坦な土地なので、事業区域内に浸透性集水桝を設置し、敷地内処理

とする計画です。 

また、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、日照及び通風

等への支障はありません。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条②使用貸借権の設定につきまして、小委員長より小委員会

報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ②使用貸借権の設定の１番につきましては、 

申請地は、特別養護老人ホーム成田苑の北東、市道吉岡１号線の東側に隣接する農地

で、現況は甘藷の貯蔵施設が完成していましたが、使用はしていないとのことでした。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、②使用貸借権の設定の１番に関する、ご

意見・ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、②使用貸借権の設定の１番を採決いたしま
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す。本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条②使用貸借権の設定の１番は可

決されました。 

②使用貸借権の設定の２番から４番は、先ほどご審議をいただきましたので、次の

案件に入ります。 

それでは、③賃借権の設定の１番について審議いたします。法令に基づく詳細な説

明をお願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 ５条③賃借権の設定の１番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地に該当します。農用地区域内の農地は原則

として許可をすることができないとされていますが、今回の申請は、３年以内の一時

的な利用でその必要性も認められるため、例外的に許可できる場合に該当します。 

転用目的は、営農を継続する太陽光発電施設用地です。なお、この申請は支柱部分

のみの面積を３年以内の一時転用扱いとするものです。 

  申請の用途に供することの確実性について、今回の申請は、一時転用許可を受けて

設置した施設の期間を、３年間延長するものであるため問題はありません。 

  周辺農地の営農への支障について、事業は令和元年から許可を受けて行われている

もので、土砂の流出、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する農地の分断、

日照及び通風等への支障はありません。 

  一時転用である場合の妥当性については、転用目的、期間等、特に問題は認められ

ません。 

その他の検討事項について、通常の営農における、平均収量の８０パーセントが確

保されているかについては、まず、作付作物については、ブルーベリーを栽培してお

ります。現地での営農を開始したのが令和２年５月で、現在生育期間中であり、来年

度より収穫が出来る見込みであります。なお、審議対象となる営農型発電設備の下部

の農地面積については約１，４２５平方メートルとなっております。以上でございま

す。 

○議長 次に、農地法第５条③賃借権の設定の１番につきまして、小委員長より小委員

会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 
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○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ③賃借権の設定の１番につきましては、申請

地は、竜面集会所の北、市道芝昭栄線の西側に隣接する農地で、太陽光パネルの下部

は畑として管理されていました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。、  

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、③賃借権の設定の１番に関する、ご意見・

ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、③賃借権の設定の１番を採決いたします。

本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１番は可決さ

れました。 

次に、③賃借権の設定の２番から１６番につきましては、同一の賃借人による同一

事業であり関連がございますので、一括して審議いたします。法令に基づく詳細な説

明をお願いします。 

(高木主査の挙手あり) 

○議長 高木主査 

○高木主査 ５条③賃借権の設定の２番から１６番です。 

農地の区分は、農用地区域内にある農地、第２種農地に該当します。農用地区域内

の農地は原則として許可をすることができないとされていますが、今回の申請は、３

年以内の一時的な利用でその必要性も認められます。また、農振計画の達成に及ぼす

影響について、農政課から農振計画にも支障がないという回答を得ているため、例外

的に許可できる場合に該当します。 

転用目的は、砂利採取用地及び搬出路用地等です。 

  資力及び信用については、残高証明書等が添付されており、信用性について問題と

なる点は認められません。 

  土地改良事業については、土地改良区として、差し支えない旨の意見書が添付され

ております。 

申請の用途に供することの確実性については、令和５年１月６日着手、令和５年   

１１月３０日完了の予定です。 

行政庁の許認可等の見込みについて、砂利採取法は、令和４年１０月２４日に許可

申請を受付されております。 

森林法については、林地開発変更許可申請書が令和４年６月３０日に受付されてお
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ります。 

  申請に係る農地以外の土地を利用できる見込みについては、既に契約済みであり、

問題ないと思われます。 

  計画面積の妥当性については、事業計画書及び土地利用計画図を審査した結果、妥

当な面積であると判断しました。 

  周辺農地の営農への支障について、事業は平成１７年１月１７日から許可を受けて

行われているもので、土砂の流出、農業用の用排水施設への支障、集団的に存在する

農地の分断、日照及び通風等への支障はありません。 

  一時転用である場合の妥当性については、本件は先月１１月９日開催の、第２９回

総会で許可相当として承認された案件ですが、上位の諮問機関である千葉県農業会議

へ諮問した結果、可能である一時転用の期間を超えていると判断されたため、関係機

関と協議のうえ、対象となる農地の復元を行い、今回の再申請に至っております。 

その他の検討事項については、該当ありません。以上でございます。 

○議長 次に、農地法第５条③賃借権の設定の２番から１６番につきまして、小委員長

より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第３号、農地法第５条 ③賃借権の設定の２番から１６番につきまし

ては、申請地は、一坪田多目的集会施設の南、県道成田小見川鹿島港線の北側に点在

する農地で、現状はこれまでの一時転用許可のとおり、砂利採取事業用地として使用

されている農地と、千葉県農業会議から指摘のあった、一時転用可能期間を超えてい

る申請地は農地に復元されていました。 

審査の結果、異議はございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、③賃借権の設定の２番から１６番に関す

る、ご意見・ご質問をお願いします。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、③賃借権の設定の２番から１６番を採決い

たします。なお、採決は案件ごとに行います。 

それでは、③賃借権の設定の２番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の

挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の２番は可決さ

れました。 
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続きまして、③賃借権の設定の３番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の３番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の４番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の４番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の５番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の５番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の６番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の６番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の７番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の７番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の８番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の８番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の９番について、小委員長報告のとおり、賛成の委員

の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 
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○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の９番は可決さ

れました。 

続きまして、③賃借権の設定の１０番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１０番は可決

されました。 

続きまして、③賃借権の設定の１１番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１１番は可決

されました。 

続きまして、③賃借権の設定の１２番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１２番は可決

されました。 

続きまして、③賃借権の設定の１３番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１３番は可決

されました。 

続きまして、③賃借権の設定の１４番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１４番は可決

されました。 

続きまして、③賃借権の設定の１５番について、小委員長報告のとおり、賛成の委

員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１５番は可決

されました。 

続きまして、③賃借権の設定の１６番について、小委員長報告のとおり、賛成の委
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員の挙手を求めます。 

    (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、農地法第５条③賃借権の設定の１６番は可決

されました。 

以上で、議案第３号の審議を終わらせていただきます。 

次に、議案第４号、令和４年度 第１０次 農用地利用集積計画の決定について、を

提案いたします。事務局より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集２０ページをお開き願います。 

  議案第４号、令和４年度第１０次農用地利用集積計画の決定について、でございま

す。成田市長より農業経営基盤強化促進法第１８条の規定により２１ページ記載のと

おり、令和４年度第１０次農用地利用集積計画（案）についての協議がありましたの

で、提出いたします。 

  計画の概略につきまして、総会資料２２ページの総括表により、ご説明いたします。

なお、詳細の農用地利用集積計画一覧表につきましては、２３ページから２５ページ

をご覧ください。 

  それでは、２２ページでございます。 

１．利用権設定、すべて賃借権でございます。 

 契約期間６年のものが、１３，７００㎡、畑２筆２件、詳細は２３ページの１番と

２番でございます。 

  内訳につきましては、新規設定が契約面積６，７００㎡、畑１筆１件、再設定が契

約面積７，０００㎡、畑１筆１件でございます。 

続きまして、２．所有権移転でございます。２件ございました。詳細につきまして

は、議案集２４ページ及び２５ページに記載がございますので、そちらでご説明いた

します。 

  １番、譲受人である野馬込の法人が、千葉市にお住まいの譲渡人が所有する、小浮

の田１筆、３３６㎡を成田市農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想に基づ

き売買をするものでございます。 

移転時期は令和５年２月１５日でございます。本件につきましては、作業受委託契

約により、譲受人が耕作しておりましたが、この度、所有権移転に結びついたもので

す。 

２５ページでございます。 
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２番、竜台にお住まいの譲受人が、北羽鳥にお住まいの譲渡人が所有する、竜台の

田３筆、合計２，４９４㎡を、成田市農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構

想に基づき売買をするものでございます。 

移転時期は令和５年２月１５日でございます。本件につきましては、利用権設定に

基づく賃貸借契約により、譲受人が賃借して耕作しておりましたが、この度、所有権

移転に結びついたものです。 

以上で議案第４号、令和４年度第１０次農用地利用集積計画の決定について、の説

明を終わらせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、議案第４号について、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第４号、令和４年度 第１０次 農用地 利用集積計画の決定につきまし

ては、特に質疑はなく、審査の結果、異議はございませんでした。 

以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 

〇矢﨑委員 所有権移転の１番について、基盤強化促進法による所有権移転の要件は利

用権の設定だけという認識であったが、作業受委託契約についても対象となるのか。

その他、小作契約など、どのような権利設定が所有権移転の要件となるのか確認した

い。 

〇井上事務局長 ご質問の所有権移転の要件につきましては、確認をいたしまして、次

回の協議会において委員の皆様にご説明させていただきたいと存じます。 

〇議長 他にありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、議案第４号、令和４年度 第１０次農用地利

用集積計画の決定について、を採決いたします。 

  本案について、小委員長報告のとおり、賛成の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、本案は可決されました。以上で、議案第４号

の審議を終わらせていただきます。 

次に、議案第５号、あっせんの実施について、を提案いたします。 

事務局より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 
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○井上事務局長 議案集２６ページをお開き願います。 

議案第５号、あっせんの実施について、でございます。成田市農業委員会農地移動

適正化あっせん基準第７条の規定により、あっせんの申し出がありましたので、あっ

せんの実施、相手方候補者の選定、及びあっせん委員の指名についてご審議いただく

ものでございます。 

  ①売買でございます。 

１番、一坪田にお住まいの申出者より、一坪田の畑１筆、１，７５１㎡を売り渡し

たいとの申し出がございました。この申し出は、あっせん基準第８条第１項第１号の

ア、あっせんを行うことを適当とすべき、農用地等の所有者から農用地等の売渡し、

貸付け又は交換の申し出に該当しておりますので、まず、あっせんの実施についてご

審議をお願いするものであり、あっせんの実施の承認と、同基準第９条の規定により

相手方となるべき者の候補を議案に記載のとおり選定してよろしいか、合わせてご審

議をお願いいたします。 

相手方候補者につきましては、あっせん候補者名簿より、申出のあった土地の周辺

で耕作する認定農業者等５名を選定しており、あっせんの順位につきましては、同基

準第５条第１項第１号の規定により、農地の集団化・経営の効率化などの５つの要件

を総合的に判断し決めております。なお、順位１番から５番まで、一坪田及び多良貝

にお住まいの方を候補者として選定いたしました。 

次に、あっせんを実施する場合は、同基準第１１条の規定により農業委員の中から

あっせん委員２名を指名し、あっせんを行うことになりますので、議案記載のとおり、

秋山 晧一 委員と秋間 伸一 委員を指名してよろしいか、ご審議をいただくものでご

ざいます。 

  なお、あっせんが成立し、農業経営基盤強化促進法等により所有権移転した場合、

譲渡所得から８００万円を控除できる特別控除を受けられるメリットがございます。 

以上で議案第５号、あっせんの実施についての説明を終わらせていただきます。ご

審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、議案第５号について、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 議案第５号、あっせんの実施につきましては、特に質疑はなく、審査の結

果、異議はございませんでした。 

以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 
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〇山倉委員 相手方候補の順位１番、北﨑さんはなぜ２名の連名になっているのか。 

○井上事務局長 北﨑さんは親子２名で認定農業者の共同認定を受けており、あっせん

候補者名簿も連名で掲載されているため、このような形で掲載しております。 

〇議長 他にありませんか。 

（異議なしの声あり） 

○議長 異議なしの声がございましたので、「あっせんの実施及び相手方候補者の選定に

ついて」と「あっせん委員の指名について」に分けて採決いたします。 

まず、あっせんの実施及び相手方候補者の選定について、を採決いたします。賛成

の委員の挙手を求めます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、あっせんの実施及び相手方候補者の選定につ

いては、可決されました。 

次に、あっせん委員の指名について、を採決いたします。賛成の委員の挙手を求め

ます。 

   (挙手全員) 

○議長 挙手全員でございます。よって、あっせん委員の指名については、可決されま

した。 

以上で、議案第５号の審議を終わらせていただきます。 

 次に、報告第１号、専決処分について、を議題とします。事務局より説明をお願い

します。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集２７ページをお開きください。 

報告第１号、専決処分について、でございます。成田市農業委員会事務局処務規程

第７条第１項の規定により専決処分をしましたので、報告いたします。 

 議案集２８ページでございます。 

①農地法第３条の３第１項の規定による届出でございます。４件の届出がございま

した。この届出は、相続等により農地の権利を取得した場合の届出でございます。内

容につきましては、記載のとおりでございます。書類を受理し、専決処分をいたしま

した。 

議案集３０ページでございます。 

②農地法第４条第１項第８号の規定による農地転用の届出でございます。 

２件の届出がございました。この届出は、市街化区域内の農地の所有者が、自ら農
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地を転用する場合の届出でございます。内容につきましては、記載のとおりでござい

ます。添付書類も含め完備しておりましたので、書類を受理し、専決処分をいたしま

した。 

議案集３１ページでございます。 

③農地法第５条第１項第７号の規定による農地転用の届出でございます。 

４件の届出がございました。この届出は、市街化区域内の農地を、所有者以外の者

が、権利の移転や設定を受けて、転用する場合の届出でございます。内容につきまし

ては、記載のとおりでございます。添付書類も含め完備しておりましたので、書類を

受理し、専決処分をいたしました。 

  議案集３３ページでございます。 

④転用事実確認証明でございます。４条で２件、５条で１件の証明願がございまし

た。この証明は、転用の許可や届出後に申請内容どおり転用が完了しているかどうか

を確認して、証明書を交付しているものでございます。内容につきましては、記載の

とおりでございます。添付書類も含め完備しており、事務局職員が転用事実について

現地調査したところ、記載内容のとおりでございましたので、事務局長専決により証

明書を交付いたしました。 

議案集３４ページでございます。 

⑤引き続き農業経営を行っている旨の証明書でございます。１件の申請がございま

した。贈与税、相続税の納税猶予を受けている者は、引き続き納税猶予を受けるため

には、３年毎に、納税猶予の継続届出書に本証明を添付して、税務署に提出しなけれ

ばならないため、証明願いがあったものでございます。  

１番、公津の杜三丁目にお住まいの申請者より、相続税の納税猶予を受けている公

津の杜三丁目の畑２筆、合計６，１６７㎡について、引き続き耕作し、農業経営を行

っている旨の証明願いがございました。 

事務局職員が現地調査を行い、農地が良好に管理されていることを確認しましたの

で、事務局長専決により証明書を交付いたしました。 

以上で報告第１号、専決処分について、を終わらせていただきます。よろしくお願

いいたします。  

○議長 ただ今の説明に関連して、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 報告第１号 専決処分につきましては、質問等は、ございませんでした。 

以上でございます。 
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○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 

 (なしの声あり) 

○議長 質問等がないようですので、報告第１号を終了させていただきます。 

続きまして、報告第２号、農地法第４条の規定による許可申請の取下願について、

を議題とします。事務局より説明をお願いします。 

 (井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集３５ページをご覧ください。 

報告第２号、農地法第４条の規定による許可申請の取下願について、でございます。 

１件の提出がありました。 

台方にお住まいの申請人が所有する、台方の畑１筆の一部、４９３㎡を貸駐車場用

地として転用したいという申請について、取下願が提出されたものです。 

本件につきましては、令和４年８月９日に開催されました第２６回総会において許

可相当として決定されたものでございますが、申請人から「利用者の都合により、申

請内容を改めて調整のうえで再申請をしたい」との理由により、許可申請の取下願い

が提出されたものでございます。添付書類も含め完備しておりましたので、書類を受

理いたしました。 

  以上で、報告第２号、農地法第４条の規定による許可申請の取下願について、を終

わらせていただきます。よろしくお願い致します。 

○議長 次に、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 報告第２号 農地法第４条の規定による許可申請の取下願につきましては、

質問等は、ございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 

 (なしの声あり) 

○議長 質問等がないようですので、報告第２号を終了させていただきます。 

次に、報告第４号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、を議題とし

ます。事務局より説明をお願いします。 

 (井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集４５ページをお開きください。 

  報告第４号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、でございます。   
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１４件の通知がございました。賃借人及び賃貸人双方の合意に基づく賃貸借契約の合

意解約通知でございます。添付書類も含め完備しておりましたので、書類を受理いた

しました。 

  以上で、報告第４号、農地法第１８条第６項の規定による通知について、を終わら

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 報告第４号 農地法第１８条第６項の規定による通知につきましては、質

問等は、ございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 

(なしの声あり) 

○議長 質問等がないようですので、報告第４号を終了させていただきます。 

 次に、報告第５号、農地法の許可を要しない農地転用について、を議題とします。

事務局より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集４８ページをお開きください。 

  報告第５号、農地法の許可を要しない農地転用について、でございます。 

１件の届出がございました。  

①農地法施行規則第５３条第１１号の規定による事業計画書の提出といたしまして、

電気事業者が行う送電用電気工作物等の設置届が１件ございました。 

経年劣化に伴う鉄塔建替及び送電線張替工事用地に係る届出であり、添付書類も含

め完備しておりましたので、書類を受理いたしました。 

以上で報告第５号、農地法の許可を要しない農地転用について、を終わらせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 報告第５号 農地法の許可を要しない農地転用につきましては、質問等は、

ございませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 

(なしの声あり) 
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○議長 質問等がないようですので、報告第５号を終了させていただきます。 

次に、報告第６号、農地等の現況に関する照会について、を議題とします。事務局

より説明をお願いします。 

(井上事務局長の挙手あり) 

○議長 井上事務局長 

○井上事務局長 議案集４９ページをお開きください。 

  報告第６号、農地等の現況に関する照会について、でございます。 

  ①法務局の照会分として、千葉地方法務局香取支局より１件、千葉地方法務局成田

出張所より７件、合計８件の農地等の現況に関する照会がございました。 

  運営委員会などの際に現地調査を行っていただいた結果、記載内容のとおり回答し

ましたのでご報告いたします。 

以上で報告第６号、農地等の現況に関する照会について、を終わらせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

○議長 次に、小委員長より小委員会報告をお願いします。 

(森川 小委員長の挙手あり) 

○議長 森川 小委員長 

○小委員長 報告第６号 農地等の現況に関する照会につきましては、質問等は、ござ

いませんでした。以上でございます。 

○議長 ただ今の説明及び報告につきまして、ご意見・ご質問をお願いします。 

(なしの声あり) 

○議長 質問等がないようですので、報告第６号を終了させていただきます。 

  以上で、本日の議案審議並びに報告事項は、すべて終了いたしました。 

長時間にわたり慎重審議、誠にありがとうございました。 

これを持ちまして、第３０回成田市農業委員会総会を閉会いたします。 

（閉会 午後３時４５分） 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 48 - 

 

上記のとおり会議次第を記載し、相違ないことを証するため署名する。 

 

令和４年１２月１２日 

 

議事録署名人 

                                  

 

                                  

 

                                  


